
低軌道：高度2000kmまで
ここでカウントされる全ての物体が低軌道に
とどまっているわけではなく、低軌道を通過
して地球からもっと離れるものもある。

中軌道：
高度2000～
3万 5000km

静止軌道：
高度約3万 5000km

1万 5900個 2931個 1488個

=10×ペイロード関連
軌道上の物体の種類

=10×ロケット関連
=10×不明

その他の軌道 中軌道を含む

運用中および運用終了後の人工衛
星やその他の人工のゴミ（ロケット
の部品など）を追跡しているカタロ
グによると、現在 2 万個以上の物
体が地球を周回しているという。宇
宙ゴミ問題は急激に深刻化してい
る。2017 年には、すでに混み合っ
ている空に 1800 個以上の新たな
物体が加わった。

地球周回軌道の混雑
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地球周囲軌道を行き交う物体を
NASAが可視化したもの。

一部の通信衛星と気象
衛星が利用する軌道。こ
のカウントには静止軌道
を通過する物体も含まれ
ている。

宇宙ゴミ問題に打つ手はあるか

地球周回軌道にはゾンビ衛星やロケットの残骸、衝突によって生じた破片など、 

2万個以上の人工物があり、大きな交通リスクとなっている。 

研究者らは、宇宙ゴミがもたらす脅威を減じる方法を模索中だ。

26

NEWS FEATURE

VOL. 15 | NO. 12 | DECEMBER 2018 


